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鍋田川いこいパークトイレ改修
事業予算を可決
鍋田川いこいパークトイレ改修
事業予算を可決
鍋田川いこいパークトイレ改修
事業予算を可決

令和4年

定例会
第3回

補正前予算
31億6300万円
補正前予算

31億6300万円
補正額内訳
1億6900万円
補正額内訳
1億6900万円

一般会計予算総額 33億3200万円に
補正予算総額 1億6900万円を追加補正

一般会計補正予算
議会費
5838万円（1.8％）

衛生費
3億231万円（9.1％）

総務費
7億9668万円（23.9％）

民生費
7億5366万円（22.6％）

消防費
1億9396万円（5.8％）

農林水産業費
2億4241万円（7.3％）

商工費
2064万円（0.6％）

土木費
3億9471万円（11.8％）

教育費
3億1480万円（9.4％）

公債費
2億4601万円（7.4％）

予備費
844万円（0.3％）

補正後予算補正後予算

33億3200万円33億3200万円

議会費
5836万円（1.8％）

総務費
6億4085万円
（20.3％）

議会費
2万円（0.0％）

農林水産業費
111万円
（0.7％）民生費

7億5196万円
（23.8％）

総務費
1億5583万円
（92.2％）

衛生費
3億213万円
（9.6％）

農林水産業費
2億4130万円（7.6％）

商工費
2064万円（0.7％）

土木費
3億8608万円
（12.2％）

消防費
1億9386万円
（6.1％）

土木費
862万円
（5.1％）

衛生費
19万円（0.1％）

消防費
10万円（0.1％）

民生費
170万円（1.0％）

教育費
140万円（0.8％）

予備費
3万円（0.0％）

教育費
3億1340万円
（9.9％）

公債費
2億4601万円（7.8％）

予備費 841万円（0.3％）

※商工費、公債費に移動はありませんでした。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
１
６
１
０
万
円
、

児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
国
庫
負
担
金
６
万
円
、
保
育
士
処
遇
改
善
臨
時
特
例

交
付
金
５４
万
円
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
（
過
年
度
）
２
８
０
万
円
の
追

加
交
付
や
繰
越
金
３
１
８
２
万
円
を
増
額
し
、
こ
れ
ら
収
入
を
見
込
む
こ
と
で
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
１
億
８
１
０
０
万
円
を

減
額
す
る
こ
と
を
決
定
。

　
鍋
田
川
い
こ
い
パ
ー
ク
ト
イ
レ
の
改
修
、
中
学
校
吊
り

下
げ
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
修
繕
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
費
と
し
て
ト
マ
ッ
ピ
ー
の
着
ぐ
る
み
更

新
費
用
等
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
交
付
金
予
算
を
可
決

鍋
田
川
い
こ
い
パ
ー
ク

ト
イ
レ
改
修
予
算
を
可
決

令
和
３
年
度
会
計
決
算
を
認
定

第
３
回
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入

•
町
税 

３
１
３
０
万
円

•
地
方
特
例
交
付
金 

１
１
２
万
円

•
地
方
交
付
税 

２
億
５
９
８
１
万
円

•
国
庫
支
出
金 

１
９
４
７
万
円

•
繰
入
金 

△
１
億
７
５
６
０
万
円

•
繰
越
金 

３
１
８
２
万
円

主
な
歳
出

•
財
政
調
整
基
金
積
立
金 

１
億
５
１
０
０
万
円

•
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業 

４
０
０
万
円

•
鍋
田
川
い
こ
い
パ
ー
ク
ト
イ
レ
改
修
事
業

 

８
６
０
万
円

•
中
学
校
吊
り
下
げ
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
修
繕
事
業

 

１
２
９
万
円

　
今
期
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
を
始
め
と

し
た
、
特
別
会
計
６
会
計
、
企
業
会
計
１
会
計
の
決
算
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
深
津
代
表
監
査
委
員
よ
り
決
算
審
査
報
告
を
頂
き
、
本
会

議
に
て
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。
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質疑

委員６名が出席し教育民生常任委員会を開催いたしました。
主な質疑をご紹介します。

教育民生
常任委員会

項
目

関
係

質
疑

答
弁

後藤紀子
委員

伊藤　守
副委員長

鎌田鷹介
委員長

加藤眞人
委員

服部芙二夫
委員

古村　護
委員 9月6日（火）

項
目

関
係

質
疑

答
弁

介護保険料

教育費

◆
遊
具
や
施
設
は
毎
年
点
検

を
し
て
い
る
が
、
い
き
な
り

壊
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

◆
遊
具
の
点
検
項
目
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
は
入
っ
て
は
い
な
い
。
使
う
と
き
に
動

か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
業
者
に
見
て
も

ら
っ
た
。
原
因
と
し
て
は
経
年
劣
化
で
あ

っ
た
。

学校維持管理費

項
目

関
係

質
疑

答
弁

民生費

老人福祉費

◆
老
人
福
祉
費
の
充
用
の
理

由
は
。

◆
７０
歳
以
上
の
方
の
商
品
券
購
入
の
た

め
。

児童福祉費

母子福祉費

◆
母
子
福
祉
費
の
充
用
の
理

由
は
。

◆
本
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
て
２２
％
ほ

ど
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
伸
び
て
い

る
と
い
う
状
況
で
、昨
年
の
１２
月
ま
で
は
、

医
療
費
前
年
度
並
み
で
、
１
月
以
降
に
、

医
療
機
関
に
か
か
ら
れ
る
方
が
み
え
、
最

終
的
に
３
月
の
末
で
予
算
額
不
足
と
い
う

状
況
も
あ
り
、
予
備
費
か
ら
充
用
し
た
。

衛生費

予防費

◆
予
防
費
の
充
用
の
理
由

は
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

対
策
の
た
め
に
、
１
世
帯
当
た
り
最
大
１

万
円
の
補
助
を
行
っ
た
事
業
で
、
最
初
申

請
が
少
な
か
っ
た
が
、
最
後
３
月
末
に
駆

け
込
み
で
５
１
２
世
帯
の
申
請
が
あ
っ
た

た
め
、
予
備
費
か
ら
充
用
を
行
っ
た
。

◆
収
入
未
済
額
の
中
に
あ
る

過
年
度
分
の
方
が
２５
人
、
そ

れ
か
ら
前
年
度
分
の
方
が
３０

人
と
あ
る
が
、
不
納
欠
損
の

方
と
重
複
し
て
い
る
の
か
。

◆
不
納
欠
損
の
部
分
と
、
未
納
で
残
っ
て

い
る
部
分
で
、
重
な
る
部
分
の
あ
る
方
が

み
え
る
。

保険料滞納繰越分

◆
保
険
料
滞
納
繰
越
分
で
不

納
欠
損
し
て
い
る
が
、
時
効

に
な
ら
ず
未
納
と
し
て
残
る

部
分
も
あ
る
か
。

◆
未
納
と
し
て
残
る
部
分
も
あ
る
。
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委員６名が出席し総務建設常任委員会を開催いたしました。
主な質疑をご紹介します。

総務建設
常任委員会

質疑

後藤紀子
委員

伊藤　守
委員

加藤眞人
委員

古村　護
副委員長

伊藤好博
委員

三輪一雅
委員長

項
目

関
係

質
疑

答
弁

項
目

関
係

質
疑

答
弁

9月8日（木）

◆
何
年
経
過
し
た
ト
イ
レ
を

改
修
す
る
の
か
、
ま
た
感
染

症
対
策
は
。

◆
２６
年
経
過
し
非
常
に
劣
化
が
進
ん
で
い

る
。
多
目
的
ト
イ
レ
に
変
え
、
抗
菌
仕
様

に
す
る
。

公園費

◆
幼
稚
園
跡
地
が
売
却
で
き

な
か
っ
た
要
因
は
。

◆
一
般
競
争
入
札
で
期
限
ま
で
に
参
加
者

が
い
な
か
っ
た
た
め
。
今
も
予
定
価
格
を

公
表
し
な
が
ら
受
付
を
し
て
い
る
。

財産管理費

総務費

◆
消
耗
品
４
０
０
万
円
の
内

訳
は
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用

の
備
蓄
品
と
し
て
、
間
仕
切
り
、
簡
易
ベ

ッ
ト
、
排
便
収
納
袋
の
購
入
と
、
職
員
防

災
服
の
購
入
。

災害対策費

消防費

◆
工
事
請
負
費
の
繰
越
明
許

費
の
内
容
は
。

◆
北
部
地
区
の
中
継
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た

が
、
材
料
が
入
ら
ず
繰
越
を
し
た
。

維持管理費

施設費

◆
黒
字
の
主
な
要
因
は
。

◆
干
拓
地
の
収
入
が
そ
の
ま
ま
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
。

損益計算書

水道事業会計

◆
町
道
鍋
田
川
線
の
竹
林
伐

採
の
進
捗
状
況
は
。

◆
今
月
入
札
を
実
施
し
、
そ
の
後
伐
採
予

定
。

道路橋梁
維持費

土木費項
目

関
係

質
疑

答
弁

◆
地
方
交
付
税
で
補
正
額
が

高
額
な
要
因
は
。

◆
令
和
元
年
度
の
町
内
電
気
事
業
者
の
営

業
形
態
の
変
更
の
影
響
と
、
国
の
臨
時
景

気
経
済
対
策
費
、
ま
た
臨
時
財
政
対
策
債

が
追
加
で
普
通
交
付
税
に
算
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
特
別
交
付
税
も
経
済
対
策
に
係
る

部
分
が
追
加
さ
れ
た
た
め
。

地方交付税

地方交付税

◆
不
納
欠
損
額
が
多
額
だ

が
、
新
た
な
回
収
方
法
を
と

っ
た
か
。

◆
１
件
の
法
人
清
算
が
多
額
に
な
っ
た
要

因
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
差
押
え
、
財
産
の

確
保
、
滞
納
者
と
の
接
触
機
会
を
増
や
す

よ
う
に
努
力
す
る
。

不納欠損額

町税 項
目

関
係

質
疑

答
弁

◆
非
常
勤
職
員
も
職
員
と
同

じ
よ
う
な
対
応
に
す
る
と
い

う
こ
と
か
。

◆
お
見
込
み
の
通
り
。

木曽岬町職員の育児
休業等に関する条例

条例の一部改正

◆
印
刷
製
本
費
の
内
訳
は
。
◆
時
刻
表
の
改
定
が
２
回
あ
り
、停
留
所
、

折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
印
刷
に
要
し
た
経

費
。

自主運行バス
運行事業費

◆
不
納
欠
損
額
の
内
容
は
。
◆
９
件
で
、
う
ち
外
国
人
は
４
件
。
全
て

今
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
法
務
省

か
ら
消
除
の
通
知
が
来
た
も
の
も
消
し
て

い
る
。
そ
の
他
の
日
本
人
も
町
か
ら
転
出

し
、
通
知
を
出
し
て
も
返
事
が
な
く
遠
方

に
い
る
た
め
伺
う
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま

期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
。

不納欠損額

公共下水道事業
特別会計
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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

４
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

8●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

３
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

7●
児
童
扶
養
手
当
の
誤
支
給
に
つ
い
て

１
番
議
席  

後
藤
紀
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

10●
結
婚
支
援
に
つ
い
て

６
番
議
席  

伊
藤　

守 

議
員

ペ
ー
ジ
数

9●
木
曽
岬
町
の
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

２
番
議
席  

古
村　

護 

議
員Q&AQ&A

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
一
〇
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
議
事
録
は
木
曽
岬
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く

町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
長
等
の
考
え
方
や
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　
　
　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、

　
　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の

制
度
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
支

給
額
が
少
な
く
算
出
さ
れ
た
と

い
う
の
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

　

誤
支
給
の
理
由
が
「
確
認
お

よ
び
理
解
不
足
」
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
に
も
杜
撰
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

三
重
県
内
の
２９
市
町
中
、
誤

支
給
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
３

つ
の
町
だ
け
で
す
。

　

な
ぜ
理
解
が
で
き
る
ま
で
繰

り
返
し
確
認
を
し
な
か
っ
た
の

か
、
疑
問
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

福
祉
健
康
課
か
ら
の
再
発
防

止
策
で
【
現
況
届
所
得
審
査
に

係
る
資
料
に
つ
い
て
の
課
内
共

有
及
び
県
へ
の
提
出
書
類
の
ダ

ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
確

認
体
制
の
強
化
を
行
い
ま
す
】

と
ご
報
告
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
お
金
に
関
わ
る
こ
と
な

の
に
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
き

を
隠
せ
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
以
降
の
現
況
届

か
ら
の
適
用
と
の
こ
と
で
慣
れ

な
い
作
業
で
は
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
作
業

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
課
内
で
確

認
し
合
う
必
要
が
あ
る
は
ず
で

す
。

　

誤
支
給
ま
で
の
福
祉
健
康
課

の
業
務
体
制
を
ご
説
明
下
さ
い
。

　
　
　

三
重
県
内
の
２９
市
町
と

　
　
　
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
三
重
県
と
市
町
と
の

役
割
は
児
童
扶
養
手
当
を
第
３３

条
の
規
定
に
よ
り
、
福
祉
事
務

所
を
設
置
し
て
い
る
県
下
全
１４

市
と
多
気
町
を
合
わ
せ
た
１５
の

市
町
で
、
申
請
書
及
び
現
況
届

の
受
付
け
と
受
給
者
の
所
得
額

の
確
認
計
算
を
行
い
、
三
重
県

が
１４
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
情
報

を
も
と
に
確
認
を
し
支
給
額
の

認
定
事
務
及
び
証
書
発
行
、
口

座
の
振
り
込
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
認

識
不
足
で
あ
り
事
務
が
複
雑
か

つ
多
様
化
す
る
中
で
、
結
果
的

に
児
童
扶
養
手
当
の
一
部
受
給

者
の
方
々
に
対
し
て
誤
支
給
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

　
　
　

２９
だ
ろ
う
が
１４
だ
ろ
う

　
　
　

が
３
つ
の
町
し
か
間
違

え
て
な
い
の
で
す
が
、
そ
こ
に

反
省
は
な
い
ん
で
す
か
。

　
　
　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
反
省

　
　
　
は
十
分
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

福
祉
健
康
課
の
業
務
の

　
　
　

体
制
を
ご
説
明
下
さ
い
。

　
　
　

課
内
職
員
の
役
割
分
担

　
　
　
及
び
業
務
内
容
を
明
確

化
し
て
お
り
、
業
務
ご
と
に
主

担
当
及
び
副
担
当
を
配
置
し
適

正
な
事
務
執
行
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
公
文
書
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
木
曽
岬
町
決

裁
規
程
等
に
基
づ
き
、
事
務
処

理
等
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

決
済
等
で
他
の
役
職
の
も
の
が

内
容
を
確
認
す
る
と
い
う
形
で

事
務
処
理
の
内
容
に
つ
い
て
は

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
メ
ー
ル
通
知
文
書
の

み
で
し
た
。

　
メ
ー
ル
通
知
文
書
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
閲
覧
と
い
う
形
で

課
内
で
閲
覧
を
し
て
内
容
を
確

認
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
は

と
っ
て
お
り
ま
す
。

質問

後藤紀子議員1番議席

児童扶養手当の誤支給はなぜ
反省は十分いたしております

町長

答弁

再質問再質問 再答弁

再答弁
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２
０
２
３
年
１０
月
か
ら

　
　
　

導
入
さ
れ
る
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
」
の
実
施
に
向
け
て

昨
年
１０
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
事
業
者
の
登
録
申
請
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
現
行
の 

「
帳
簿

方
式
」
で
は
、
課
税
売
上
が
１
，

０
０
０
万
円
以
下
で
消
費
税
の

納
税
が
免
税
さ
れ
て
い
る
「
免

除
業
者
」
か
ら
課
税
業
者
が
仕

入
れ
を
し
て
も
「
仕
入
れ
税
額

控
除
」
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
２
３
年
１０
月
に
納
税
額
の

計
算
方
法
が 
「
適
格
方
式
」
に

変
更
さ
れ
、
仕
入
れ
や
経
費
を

支
払
う
相
手
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
が
も
ら
え
な
い
と
、
売
り
上

げ
に
か
か
る
消
費
税
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ず
、
課
税
業

者
と
し
て
は
消
費
税
の
納
入
額

が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
課
税
業
者

は
免
除
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
を

や
め
る
な
ど
、
免
除
業
者
は
取

引
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
廃
業
の
危
機
に
瀕
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
業
者
は
個
人
事
業
主
も

含
ま
れ
零
細
の
飲
食
店
や
建
設

業
の
一
人
親
方
、
農
漁
業
者
な

ど
幅
広
い
事
業
者
が
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
国
の
多
く
の
税

金
の
専
門
家
や
団
体
な
ど
か
ら

も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
賛
否
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
町

長
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
に
よ
っ
て
現
在
木
曽
岬
町

と
取
引
の
あ
る
事
業
者
や
、
今

後
取
引
す
る
事
業
者
へ
の
対
応

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
お
聞
き

い
た
し
ま
す
。

　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、

　
　
　

軽
減
税
率
の
制
度
導
入

に
よ
り
、
消
費
税
と
い
う
一
つ

の
税
金
の
中
に
、
８
％
と
１０
％

と
い
う
２
種
類
の
税
率
が
存
在

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
正
確
な
消
費
税
額
を
容
易

に
把
握
し
、
事
務
処
理
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
で
、
消
費
税
に

関
す
る
不
正
や
事
務
上
の
ミ
ス

の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
も
必
要
な
制
度
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
本
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

国
が
適
切
に
判
断
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
べ
き
も
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
町
と
し
て
の
対
応
で

す
が
、
町
が
発
行
す
る
請
求
書

が
イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
応
し
て
い

な
け
れ
ば
、
取
引
先
の
課
税
事

業
者
が
仕
入
税
額
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
当

該
事
業
者
、
事
業
所
が
負
担
す

る
消
費
税
の
額
が
増
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
相
手
先
事
業
所

へ
の
負
担
の
発
生
を
防
ぐ
と
い

う
観
点
か
ら
も
一
般
会
計
、
特

別
会
計
及
び
、
企
業
会
計
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
に
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
対
応
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
て
、
現
在
、
そ
の
対
応
に

向
け
て
調
査
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

実
施
後
、
町
が
取
引
を
す
る
事

業
者
に
対
し
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
の
優
遇
を
求
め
る
こ
と
は

現
状
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

鎌田鷹介議員3番議席

インボイス制度、町の考えは
不正やミスの軽減につながる
必要な制度 町長

質問

答弁
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本
年
８
月
に
木
曽
岬
町

　
　
　

地
域
防
災
計
画
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
計
画
は
災
害
予

防
、
災
害
応
急
対
策
及
び
災
害

復
旧
を
計
画
的
か
つ
機
能
的
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害

を
最
小
限
に
軽
減
し
て
い
く
方

策
等
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
国

の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
や

防
災
計
画
の
修
正
、
県
の
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
等
を
反
映

し
改
定
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
県
の
令
和
４

年
３
月
修
正
案
の
概
要
に
よ
れ

ば
、
災
害
時
に
お
け
る
円
滑
か

つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
に
向

け
、
市
・
町
に
お
け
る
個
別
避

難
計
画
作
成
の
努
力
義
務
化
、

広
域
避
難
を
実
施
す
る
た
め
の

自
治
体
間
の
協
議
等
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

町
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に

向
け
た
周
知
や
広
域
連
携
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る

の
か
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
空
き

家
等
の
対
策
を
含
め
た
木
曽
岬

町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画

（
第
二
次
計
画
）
が
４
年
後
の

令
和
８
年
３
月
末
を
計
画
期
間

と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体

そ
し
て
財
産
を
守
る
た
め
の
建

築
物
に
対
す
る
指
導
の
強
化
や

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
係
る

支
援
等
の
拡
充
、
計
画
的
か
つ

緊
急
な
耐
震
化
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　

令
和
３
年
５
月
に
改
正

　
　
　

さ
れ
た
災
害
対
策
基
本

法
や
三
重
県
地
域
防
災
計
画
の

改
定
を
踏
ま
え
、
木
曽
岬
町
地

域
防
災
計
画
も
８
月
開
催
の
木

曽
岬
町
防
災
会
議
に
お
い
て
所

要
の
改
定
を
行
い
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
ま

す
。

　

国
の
示
す
個
別
避
難
計
画
に

お
い
て
は
、
災
害
種
別
ご
と
に

対
象
者
が
ど
の
よ
う
に
避
難
す

る
か
を
計
画
書
に
記
載
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
に
お

い
て
も
、
災
害
弱
者
の
犠
牲
者

を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
、
７
月

に
開
催
し
た
自
主
防
災
会
と
の

勉
強
会
に
お
い
て
制
度
内
容
を

説
明
す
る
と
共
に
、
現
在
、
優

先
度
の
高
い
方
々
の
選
定
作
業

を
始
め
て
い
る
所
で
あ
り
、
計

画
の
作
成
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

続
い
て
、
住
宅
の
耐
震
対
策

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
耐
震
性
能
が
不

足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
昭

和
５６
年
以
前
の
住
宅
所
有
者
に

対
し
、
耐
震
対
策
の
重
要
性
や

各
種
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
、
戸
別
訪
問
や
広
報
誌

へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
、
引
き

続
き
啓
発
を
進
め
て
い
く
と
共

に
、
新
た
な
切
り
口
と
し
て
、

空
き
家
の
有
効
利
用
や
除
却
な

ど
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た

め
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

の
運
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

耐
震
対
策
は
、
町
民
の
皆
様

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

非
常
に
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

引
き
続
き
様
々
な
支
援
策
や
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

防災・減災の取り組みと
課題は
積極的に周知・啓発していく

町長古村　護議員2番議席

質問

答弁
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先
回
私
が
し
た
質
問
の

　
　
　
答
弁
で
は
、
三
重
県
の

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

取
り
、
結
婚
支
援
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
木
曽
岬
町
と

し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、
各
市
町
と
の
連
携
を

取
り
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

　
　　

未
婚
者
に
お
い
て
も
多

　
　
　

く
の
方
が
結
婚
の
希
望

を
持
っ
て
お
ら
れ
、
独
身
の
理

由
と
し
て
は
、
適
当
な
相
手
に

巡
り
合
わ
な
い
が
５０
％
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
婚
者
に

対
す
る
出
会
い
の
支
援
な
ど
を

通
じ
て
結
婚
し
た
い
と
い
う
希

望
を
実
現
し
、
長
期
的
な
少
子

化
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
ご
ざ
い
ま
す
。
応
援
団
体
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
な
ど

を
行
い
、令
和
３
年
度
か
ら
は
、

三
重
結
婚
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
三
重
県
と
複
数
の
市

町
に
よ
る
公
益
的
な
出
会
い
の

機
会
の
創
出
に
取
り
組
み
、
県

内
を
北
勢
、
中
勢
、
南
勢
の
３

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
て
、
本
事
業
に
参

画
を
希
望
す
る
市
町
ご
と
に
、

交
流
会
あ
る
い
は
相
談
会
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
計
画
的
に
事
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

　
　
　
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
段
階

　
　
　
で
、
や
っ
て
行
こ
う
と

い
う
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り
ま

す
。

　
町
と
し
て
、
例
え
ば
役
場
の

人
が
、
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
と

か
の
業
務
を
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
行
っ
た
方
が
良
い
の
か
。

　
ま
た
、
結
婚
と
い
う
の
は
非

常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
難
し
い
問

題
な
の
で
、
話
だ
け
で
中
途
半

端
に
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
辺
の
考
え
は
ど
う
で
す

か
。

　
今
年
度
初
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
す
の
で
、
実
施
結
果
等
も

含
め
て
検
証
し
ま
し
て
、
今
後

の
業
務
体
制
、
ど
こ
で
そ
の
業

務
を
行
っ
て
い
く
の
か
だ
と

か
、担
当
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ま
た
検
討
し
て
い
き
た
い
と
い

う
風
に
現
時
点
で
は
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
北
勢
地
域
で
も
、
同
じ

　
　
　
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
結
果
、

内
容
は
ど
う
で
す
か
。

　
実
際
に
交
流
会
と
か
相
談
会

と
か
を
各
市
な
ど
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
の
実
施
し
た
結

果
内
容
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
定

期
的
に
打
ち
合
わ
せ
や
会
議
等

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
方
た
ち
の
ご
意
見
等
も
お

聞
き
し
な
が
ら
企
画
案
を
今
策

定
し
て
い
る
状
況
で
す
。

伊藤　守議員6番議席

結婚支援の取り組みは
県及び他市町との交流事業に参画
して行きます 町長

質問

再答弁

松
本
福
祉
健
康
課
長

再答弁

松
本
福
祉
健
康
課
長

再質問

再質問

答弁
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４日●議会広報常任委員会
８日●木曽三川公園建設促進下流域期成
　　　同盟会通常総会（議長）
11日●例月出納検査（監査委員）
　　●決算監査（監査委員）
12日●広報常任委員会
15日●県町村議会議長会（議長）
19日～21日　●決算監査（監査委員）
25日●桑名広域清掃事業組合監査（議長）
27日●議員懇談会
28日●議会広報研修会（広報常任委員）

２日●定期総会・自治研修会・知事等と
　　　の意見交換会（議長）
　　●桑名広域清掃事業組合勉強会（議長）
４～５日　●議長会県外行政視察（議長）
９日●桑名広域清掃事業組合議会（議長）

　　●桑名・員弁広域連合議会（副議長）
10日●議会全員協議会
　　●例月出納監査（監査委員）
15日●戦没者慰霊祭
23日●桑名広域清掃事業組合監査（議長）
24日●民生委員推薦会（副議長）
26日●全員協議会
　　●議会運営委員会
31日●県部局長意見交換会（議長）

１日●第３回定例会開会日・議案説明会
２日●議案説明会
５日●議会基本条例勉強会
　　　（講師：三谷哲夫県議会議員）
６日●教育民生常任委員会
８日●総務建設常任委員会
12日●例月出納検査（監査委員）
13日●第３回定例会一般質問日

　　●議案質疑会
15日●第３回定例会閉会日・採決・行政
　　　視察
26日●伊勢湾台風慰霊祭
　　●桑名広域清掃事業組合監査（議長）

３日●桑名・員弁広域連合講演会
　　　（副議長）
４日●議会広報常任委員会
６日●町選挙管理委員会委員任命式
　　　（議長）
９日●秋期例祭
10日●町４役・町議会物故者法要
11日●例月出納検査（監査委員）
　　●団体監査（監査委員）
12日●正副会長会・理事会（議長）
14日●北勢５町議会議員研修会
17日●議会広報常任委員会

　

今
年
の
７
月
以
降
は
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
Ｂ
Ａ
．５
が
主
流
と

な
り
、
感
染
者
数
が
急
激
に
増

加
し
、
三
重
県
に
お
い
て
８
月

４
日
に
は
病
床
使
用
率
が
５０
％

を
超
え
る
な
ど
医
療
機
関
体
制

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
た

め
、
８
月
５
日
に
「
三
重
県

Ｂ
Ａ
．５
対
策
強
化
宣
言
」
が

派
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も

感
染
者
数
は
高
止
ま
り
の
状
況

が
続
き
、
使
用
率
は
６０
％
を
超

え
る
日
も
あ
る
と
共
に
救
急
要

請
が
増
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
以
外
に
関
す
る

救
急
要
請
に
も
影
響
が
生
じ
る

な
ど
医
療
提
供
体
制
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
同
様
に
感

染
者
が
急
増
し
、
今
年
の
６
月

末
ま
で
の
感
染
者
数
の
累
計
は

８
４
４
名
で
約
２
倍
と
な
り
ま

し
た
。
感
染
者
の
急
増
に
比
例

し
て
、
自
宅
療
養
者
も
爆
発
的

に
激
増
し
、
最
も
多
い
日
で
１

１
４
名
と
な
り
、
感
染
経
路
と

し
て
は
家
庭
内
感
染
が
多
く
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
ヵ
月
以
上
経
過
し
た
６０
歳

以
上
の
方
と
１８
歳
以
上
５９
歳
以

下
の
基
礎
疾
患
リ
ス
ク
の
高
い

方
を
対
象
と
し
て
７
月
１
日
か

ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
計
画
的
に

進
め
て
お
り
、
接
種
者
数
は
８

月
２６
日
現
在
１
９
８
９
名
で
接

種
率
は
３
２
．１
％
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ま
ん
延
か
ら
２
年
数
か
月

が
経
過
し
、
依
然
と
し
て
留
ま

る
気
配
も
な
く
、
感
染
リ
ス
ク

の
高
い
中
、
昼
夜
を
問
わ
ず
ご

尽
力
頂
い
て
い
る
医
療
従
事
者

を
初
め
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
感
染
防
止
対
策
を

再
徹
底
す
る
と
共
に
、
迅
速
か

つ
適
切
な
実
施
体
制
の
確
保
等
、

町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
様
に
万
全
を

期
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

議会日誌
2022 月7

2022 月8

2022 月10

2022 月9

令
和
４
年  

第
３
回
定
例
会

（要　旨）

加藤　隆 町長加藤　隆 町長
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

議
事
内
容

　

令
和
４
年
第
３
回
木
曽
岬
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
会
期
１５
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
の
定
例
会
に
は
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
案
及
び
条
例
一
部
改
正
案
、
令
和

３
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
、
請
願
や
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9月  1日
（開　会　日）
9月13日
（一般質問日）
9月15日
（閉　会　日）

第３回
令和4年

議 員ト ピ ツ ク ス

　9月定例会初日（9月1日）の開催前に、三輪一雅議員の「自治功労者表彰」が行
われました。
　この「自治功労者表彰」は、町村議会議員として満13年以上在職する者に対して
三重県町村議会議長会会長より表彰を行うもので、当日は、三重県町村議会議長会会
長に代わり服部議長より三輪一雅議員に表彰状の授与がなされたものです。
　三輪一雅議員は、平成21年5月に初当選され、以後13年間町議会議員を務められ
ております。

三輪一雅議員  表彰を受ける

長良川河口堰を視察
　桑名市長島町にある長良川河口堰を訪れ、河口堰が出来た経緯やその目的、稼働状況な
どについて、管理事務所の担当の方より丁寧な説明を受けました。
　河口堰ができた経緯としては、昭和51年9月に沿川
上流部の岐阜県安八町で堤防決壊により大きな被害が
もたらされた水害がきっかけとなり、沿川の堤防決壊
を防ぐための治水事業を行うことが急務となった。
　その治水事業を行うための川底のしゅんせつ（川底
を掘り下げること）をするためには塩水の遡上を止め
る必要があったことから、堰を設けることとしたとの
説明でした。

令和4年9月15日（木）第3回定例会閉会後行政視察を行いました行政視察
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編
　 

後
記

集
　

議
会
だ
よ
り
を
少
し
で
も
読
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ

思
う
よ
う
に
そ
れ
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。

　

あ
ら
た
め
て
も
っ
と
面
白
く
、

小
学
生
で
も
わ
か
る
よ
う
な
掲
載

方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
、
議
員
間
で
も
議
論

を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
編
集
の
セ
ン

ス
が
も
の
を
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
、
な
か
な
か
難
し
い
。

　

皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
も
受
付

け
て
お
り
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
意

見
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
こ
こ
に
第
１
１
３
号
の
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な

ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福祉・教育センター２階、議会図書室にて公表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページでも議事録を順次公開しております。

各議案の賛否

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結した
重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。
※感染防止対策の為、マスクの着用、検温、手指消毒、入場制限等に
　ご協力をお願いします。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームペー
ジまたは議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

議会だより表紙等の
写真を募集中

　木曽岬町内で撮影された
風景や各種イベント等の写
真をお寄せください。
　詳細は、ホームページを
ご覧ください。

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

傍聴者 声の

　定例会を傍聴して頂きありがとうございました。第３回定例会を傍聴さ
れた方は５名でした。
　毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会運営の参考とさせて
いただいております。
　今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

次回、12月定例会、本会議の予定です。




